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瑚素・ソーダの甜菜及び跡作に

対す　る影響について

高橋健太朗・米沢容子・黒沢順平

（岩手県農試）

甜菜に対しては窒素肥料の中でも，特にチリ硝石を施

用した場合に，よい生育と収量をもたらすことを知った

が，これはNの形態に由来するばかりではなく，その中

に含まれているB及びNa等が補助的役割りを演じてい

るように思われる．

そこで，甜菜に対するB及びNaの効果を確かめ，且

つそれらの施用が跡作に与える影響を知るため大豆を拾

標として試験し次のような結果を得た．

1．甜菜に対するB及びNaの効果

1．試験地の土壌

遠野

雫石は土壌中B・Naがともに少なく，遠野はBがほ

ぼ0・Sppmを示し最も多い．大野は第2屑のNa含丑が

多い．遠野試験地のB含尾が多いのは，捌巴施用量の多

い圃場のためと思われる．附近農家の畑はBがほぼ0．25

ppmにとどまっている．

2．試験方法の概要

（1）供試晶種甜菜導入2号

（2）試験の規模1区20．7〝723区制

（3）試験区の内容

1．抑砂だ硝無施用区

2～‘．瑚砂10α当り0．6～3たぎ区（0．6軸毎）

7～10．だ硝10α当り10～50軸区

11．珊砂1．2庵伊，芝硝30毎併用区

N12極（尿素）・P20等13九g（過石熔酸鳩）・K～0

8極（塩加）・消石灰PH6．5矯正量・堆肥雫石2，000

短，遠野・大野1，200たダ（10〃当り）

但し，遠野及び大野試験地は7処理．

3．試験結果

（1）生育・収丑

A．雫石試験地

各処理とも生育に明らかな差異をみとめなかったが，

巴硝加用区の茎葉が幾分軟らかな伸長をなした．

棚砂及び已硝多用による生育善は認められず，無施用

の場合にも欠乏症状と思われるものは見られなかった．

10‘Z当り収量（トン）
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抑砂の効果は，10‘Z当り0．6晦の施用ですでに表われ．

3廟こ至るまで施用量には関係なくほぼ8～9％の菜板

収量を高めた．この中，2．4吻施用区が114％のすぐれた

収益指数を示した．

苦梢は板部の肥大に更に大きく働き，10α当りだ硝10

桓施用して117％の収量指数をあげ，50柳こ至るまで更

に菜択収量の増加をみた．

椰砂及び巴梢の施用によって，ともにブリックス価を

高めた．

B．遠　野

7月迄，押砂1・帥伊区及び苦硝施用の各区がよい生育
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10α当り収量（トン）
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をしたが，8月菓腐れ罷病後は差異不明となった．押砂

の施用により，菜根収量が僅かに2（J4％の増収となっ

たが，己梢の効果は更に明らかに表われ，10陶の施用で

19％の増収を示し，25桓及び50わ施用の場合にはほぼ10

％の収量増となった．

C．大　野

10。当り収孟（トン）

収

8月上中旬の多雨によって葉嚇隈病をみたが，その後

回復が著しかった．

菜棍収量は椰砂及びだ梢の施用によっていずれもよい

収晶となったが，特に瑚砂施用の効果が高く表われた．

和砂1．2九gの施用により良も高い115％の収量を得た．

2）収穫物分析成績
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第1図，甜菜のB・Na（雫石）

生体各部位ともに，B及びNaの施用甜こしたがって

その吸収＿品を増した．

2．跡作大豆に及ぼすB・Naの影響

1．供託作物　大豆：岩手ヤギ1号

2，試験開場　前項の甜菜に対するB・Naに供試閉

場を供用（雫石）

3．試験の規模　20．7〝‡2×7処理×3反覆

4．試験設計

前作甜菜にB2031．2～30極，Na2010～50桓施用した

跡地に，本作はこれらを施用せず堆肥及び三要素のみを

施した．

堆肥1，125軸・N O．79軸・P2056．65両・K205・63

毎（10。当り）

5．試験結果
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生育初期から収穫に至るまで，草体に対するB及び

Naの障害を認めなかった．高温多雨のため電化が進み，
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第2図．大豆夙乾物中に含まれるB・Na・K
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草丈等には処理間の差異が明らかではなかったが，分枝

数はB・Naの施用跡作区がまきった．

子実収量についても，椰砂を3毎まで及び已梢を50毎

まで多用しても，その跡作大豆に対する負の影響をみと

めず，むしろ正の効果さえ示した．

6．生体分析成績

前作にB・Naを施用した跡作大豆においてもB・Na

の吸収がなお高まっており，しかも施用されたB・Naの

増加とともに吸収されたそれらの成分量が増加した・

要　　　　　　約

1．土壌中水溶性B含量が0．49ppmの遠野では．棚砂

施用の効果が明らかではなく，およそ0・3ppm以下の雫
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石及び大野で珊砂の効果がよく表われた．

2．土壌中の水溶性Na含量は，大野の第Ⅱ層が卵ppm

で掛こ高いためか，大野では芝梢の効果が表われず，お

よそ60ppm程の遠野及び雫石においてよくその効果が

みとめられた．

3，甜菜に対して施用されたB・Naは跡作の大豆にも

その施用量にしたがって吸収されているが，生育・収量

には障害をもたらさなかった．

4．以上の成績から，瑚砂は10α当り1．2九才，巴梢は

10物の施用で甜菜の収量に好結果を与え，しかも間素過

剰が必配される跡作，特に大豆に対してもその程度では

負の影響を及ぼさないことを知った．

秋田県における甜菜の栽培に関する研究

1．気象条件と甜菜の生育相

太田昭夫・鎌田金英治・鈴木光害

（秋田県農試大鶴分場）

1．格　　　　　p

秋田県の甜菜の栽培研究は昭和32年度より実施されて

いるが，未だ安定した栽培体系を確立するに問題点が多

くある．そこで今回はとりあえず過去5カ年間の気象条

件と甜菜の生育及び収量との関係について掛こ気象の面

から若干の解析を試みた次第である．大方の御批判を得

れば幸いと思う．

2．年次別の生育・収量と気象

先ず栽培年次別の収丑を第1表に示しているが，この

表から見ると板重の年次変動が非常に大きいことがわか

る．そこで先ずこの中の豊作年と思われる昭和35年度と

凶作年の昭和36年度の生育及び収量について解析してみ

第1鼠年次別の収量

ると第1図のようになる．すなわち豊作年次の昭和35年

度は100日日頃迄茎葉の増加が急激で以後根量の増加へ

と移行しているが110日を境いにして茎葉垂は急激に減

少し，以後板重の増加はほとんどなかった．これに対し

て昭和36年度の状態を見ると茎葉重が90日でほとんど止

り，かつ椒重もそれ以後ほとんど増加をみないでいる．

秋田県における甜菜根の肥大経過をみると前にも報告し

たように90日日頃（7月下旬）迄が茎葉の増大期で100
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第1図．豊作年次と凶作年次の生育相


